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★セブ島通信に記事を掲載したい方は「メール：info@ja-cebu.com」迄、お問合せください。
★セブ島通信では、発行日（奇数月の月初）の 1 ヶ月前を締切として原稿を公募しております。

平
成
30
年
セ
ブ
観
音
戦
没
者
慰
霊
祭

蝶
谷
正
明

平
成
最
後
の
8
月
15
日
、
セ
ブ
は
73
年

前
敗
戦
を
迎
え
た
日
本
国
内
と
同
様
ギ
ラ

ギ
ラ
太
陽
が
照
り
付
け
る
暑
い
一
日
で
し

た
。マ

ル
コ
ポ
ー
ロ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
敷
地

内
に
立
つ
セ
ブ
観
音
の
御
前
で
、
今
年
も

セ
ブ
戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝
と
平
和
の

あ
り
が
た
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
た
め
に
日
本
か
ら
強
行
軍
で

参
列
さ
れ
た
方
々
も
含
め
約
1
0
0
名
が

集
い
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
80
代
、
永
住
者
、
退
職
者
、

企
業
人
、
語
学
留
学
生
等
様
々
な
分
野
の

同
胞
が
不
戦
と
平
和
へ
の
思
い
を
改
め
て

胸
に
刻
み
込
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

日
比
両
国
歌
、
1
分
間
の
黙
祷
、
鶴
岡

領
事
事
務
所
長
追
悼
の
辞
、
櫻
井
日
本
人

会
長
挨
拶
（
田
中
副
会
長
代
読
）
そ
し
て

参
列
者
全
員
が
し
わ
ぶ
き
一
つ
な
い
静
寂

の
中
で
献
花
と
焼
香
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。真

白
な
菊
の
花
と
日
本
か
ら
持
参
の
お

香
が
真
っ
青
な
セ
ブ
の
空
の
下
で
、
図
ら

ず
も
命
を
落
と
さ
れ
た
比
日
米
、
国
籍
や

兵
士
市
民
の
別
を
問
わ
ぬ
戦
没
者
の
御
霊

を
慰
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

観
音
様
建
立
の
由
来
に
つ
い
て
セ
ナ
プ

ロ
ケ
ミ
カ
ル
社
の
後
藤
様
か
ら
ご
紹
介
を

い
た
だ
き
、
石
田
元
日
本
人
会
会
長
が
戦

争
末
期
の
セ
ブ
で
の
地
上
戦
や
特
別
攻
撃

隊
の
様
子
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

高
坂
商
工
会
会
頭
の
音
頭
で
献
杯
、
テ

ン
ト
だ
け
の
炎
天
下
で
し
た
が
ホ
テ
ル
の

採
算
度
外
視
、
心
尽
く
し
の
軽
食
と
飲
み

物
で
参
列
者
の
懇
談
が
続
き
ま
し
た
。

昭
和
１
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
空
襲
、
翌

20
年
3
月
の
連
合
軍
タ
リ
サ
イ
上
陸
、
日

本
軍
守
備
隊
は
衆
寡
敵
せ
ず
後
退
、
軍
の

方
針
と
し
て
玉
砕
が
禁
じ
ら
れ
長
期
持
久

戦
に
入
り
ま
す
。

観
音
様
の
立
つ
丘
陵
地
帯
に
立
て
籠
も

る
も
兵
器
弾
薬
は
言
う
に
及
ば
ず
、
命
を

つ
な
ぐ
食
料
や
医
薬
品
の
絶
対
的
な
不

足
、
マ
ラ
リ
ヤ
や
デ
ン
グ
熱
、
ア
メ
ー
バ

赤
痢
の
蔓
延
に
よ
り
戦
わ
ず
し
て
命
を
落

と
す
将
兵
や
在
留
邦
人
が
増
え
て
い
き
ま

す
。戦

前
か
ら
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

は
数
百
人
の
邦
人
が
属
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
で

成
功
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
彼
ら
も
軍
と
行

動
を
共
に
す
る
し
か
な
く
営
々
と
築
き
上

げ
た
財
産
も
信
用
も
捨
て
、
更
に
は
掛
け

が
え
の
な
い
家
族
を
失
う
悲
劇
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
戦
後
、
命
な
が
ら
え
た

邦
人
は
日
本
に
強
制
送
還
さ
れ
ま
す
。
今

回
は
そ
の
辛
苦
を
な
め
ら
れ
た
セ
ブ
日
系

人
会
シ
エ
ガ
会
長
、
オ
オ
ナ
リ
副
会
長
の

ご
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

セ
ブ
全
島
で
は
日
本
軍
将
兵
1
万
余

の
戦
病
死
者
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
市
民
や
ゲ
リ
ラ
、
米
軍
に

も
多
く
の
犠
牲
者
が
あ
っ
た
こ
と
を
我
々

は
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。当

時
の
写
真
を
見
る
と
セ
ブ
の
中
心
で

あ
っ
た
コ
ロ
ン
は
奇
跡
的
に
残
っ
た
サ
ン

ト
ニ
ー
ニ
ョ
大
聖
堂
と
税
関
の
庁
舎
を
除

い
て
ま
さ
に
瓦
礫
の
山
と
化
し
て
い
ま
し

た
。東

京
や
広
島
の
焦
土
と
変
わ
ら
ぬ
惨

状
、
神
風
特
別
攻
撃
隊
の
一
番
機
が
飛
び

立
っ
た
ラ
フ
グ
飛
行
場
（
現
ウ
オ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
ホ
テ
ル
と
I
T
パ
ー
ク
）
の
蜂

の
巣
の
よ
う
に
あ
い
た
爆
弾
の
穴
。

い
つ
終
わ
る
と
も
知
れ
ぬ
空
襲
や
地
上

戦
の
な
か
で
一
般
市
民
が
兵
士
が
精
神
的

に
如
何
に
耐
え
、
子
供
や
老
人
を
守
っ
て

生
き
抜
い
た
の
か
。

第
14
軍
陸
軍
野
戦
病
院
で
は
部
隊
の
退

却
に
伴
い
、
多
く
の
歩
行
困
難
者
が
自
ら

命
を
絶
つ
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
の
我
々
に
は
想
像
を
絶
す
る
過
酷

さ
な
ど
と
言
葉
で
言
い
尽
く
せ
な
い
世
界

で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
日
、
東
京
の
武
道
館
で
行
わ
れ
た

全
国
戦
没
者
追
悼
式
で
天
皇
陛
下
は
、「
こ

こ
に
過
去
を
顧
み
、深
い
反
省
と
と
も
に
、

今
後
、
戦
争
の
惨
禍
が
再
び
繰
り
返
さ
れ

ぬ
こ
と
を
切
に
願
い
、
全
国
民
と
共
に
、

戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た
人
々
に
対

し
、
心
か
ら
追
悼
の
意
を
表
し
、
世
界
の

平
和
と
我
が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま

す
。」
と
の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
の
セ
ブ
で
の
日
本
人
の
繁
栄
は
比

日
米
国
民
の
多
大
な
血
と
涙
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
我
々
は
改
め
て
自
覚

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
現
在
の
我
々
が
直
接
戦
争
に

関
わ
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

厳
然
た
る
歴
史
上
の
事
実
を
消
し
去
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
を
認
識
す
る

こ
と
に
よ
り
日
本
人
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の

信
頼
が
醸
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

最
後
に
セ
ブ
観
音
の
由
来
に
つ
い
て
記

し
ま
す
。1
9
8
3
年
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル（
当

時
）
の
建
設
に
伴
い
、
そ
の
敷
地
内
に
戦

友
会
の
手
に
よ
り
立
て
ら
れ
た
戦
没
者
慰

霊
の
卒
塔
婆
を
ホ
テ
ル
の
要
請
に
よ
り
移

動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
1
9
8
3

年
、
岡
田
元
少
佐
を
長
と
す
る
海
軍
部
隊

慰
霊
団
は
自
ら
の
手
で
慰
霊
碑
を
撤
去
、

ホ
テ
ル
の
ご
好
意
に
よ
り
無
償
で
提
供
さ

れ
た
一
角
に
こ
の
観
音
様
を
建
立
し
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
は
そ
の
周
囲
に
庭
園
を
造
成

し
、
今
日
に
至
る
ま
で
維
持
管
理
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
の
慰
霊
祭
で
は
観
音
様
は
色
鮮
や

か
な
5
0
0
0
羽
の
千
羽
鶴
に
取
り
囲
ま

れ
ま
し
た
。
N
G
O
団
体
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
子
供
た
ち
、
補
習
校
に
通
う
生
徒
と
講

師
、
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
英
語
学
校
の
学

生
さ
ん
た
ち
が
一
つ
一
つ
慣
れ
な
い
手
つ

き
で
、
し
か
し
心
を
込
め
て
折
っ
た
鶴
で

す
。
世
界
中
が
き
な
臭
く
な
り
つ
つ
あ
る

今
日
、
若
者
た
ち
が
平
和
の
あ
り
が
た
さ

を
噛
み
し
め
て
折
っ
た
千
羽
鶴
に
観
音
様

も
戦
没
者
も
ご
満
足
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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当会会員の浜田純子様が、8月 24日、永眠されました。
ご冥福をお祈りし、謹んでお知らせ申し上げます。

お墓参りのご案内
秋のお墓参りを下記の如く予定しておりますので、皆様のご参列をお
待ちしています。

日時：�9 月 23 日（日曜日）　午前 10時頃から 20〜 30 分の予定。�
雨天決行。

場所：�リロアン、セブ日本人会墓地。リロアン町Calero�Memorial�
Estates-Cebu 墓地内。

2018 年 8 月現在セブ日本人墓地には、10 柱が収められています。
軽装で結構です。お花、仏具、お飲み物（ミネラルウォーター）は日本人
会で用意致します。

参加される方は下記の道順を御参照下さい。

マクタン島からですとニューブリッジを渡り、最初の交差点（右にPhoenix
左にTotalガソリンスタンド）を右折し、リロアン方向へ。

橋を越えて直進。約4キロ（5 ～ 7分）で左右に小さいマーケットが見えま
す。（橋から約1.5kmの右側にPhoenixガソリンスタンド有る交差点は違います
ので、くれぐれもお間違えの無い様に。墓地へ行く交差点はもっと先です）

墓地に行く交差点左に、セブンイレブンとBea’ s bake shopの看板が見え
ます。

その小さくてゴミゴミした交差点を右折し、約1キロで左折する未舗装の悪
路が見えます。そこを左折し悪路を200m程進むと右側に “Calero Memorial 
Estates-Cebu” の看板が見えますので、そのグリーンのゲートを入いると墓
地です。

緩い上り坂を道なりに右カーブを過ぎて突き当り右が、日本人墓地。
白っぽい日除けテントと、水色の低い壁が目印です。
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慰霊祭会長挨拶全文
皆様本日は多忙の中お越しいただきありがとう

ございます。
現在日本に病気療養と母上の介護で帰省中であ

る櫻井会長ご挨拶をせんえつながら私田中が代読
させて頂きます。

Thank you for coming today. I will read a message for 
on behalf of Our president Ms.Kinue Sakurai.

She is back in Japan now for her medical treatment 
and taking care of her mother. 

73年前の8月15日、真夏の太陽が照りつける暑
い日に戦争は終わりました。戦争は実戦で命をか
けて戦った兵士や何の罪のない多くの人々の命を
奪いました。先の戦争で戦没された方々の霊に祈
りを捧げると共に、後世に悲惨な戦争の記憶や世
界平和への努力を継続する為にも慰霊を大切にし
て真実を語り継ぎいでいく所存であります。本日
は多くの皆様方に戦没者慰霊祭に御出席頂き心よ
り御礼を申し上げます。

私は不慮の事故に遭った母の看病で一時帰国し
ており今日の慰霊祭に参列出来きず誠に残念です
が、旧鹿

かの

屋
や

航空基地と旧知覧特攻基地のある鹿児
島で行われる第二次世界大戦戦亡者慰霊祭に参列
しお祈り致します。

2016年1月、国交正常化60周年を記念して天
皇皇后両陛下が国賓としてフィリピンを公式訪問
されましたが、慰霊の旅であられたと痛感致しま
した。天皇皇后両陛下は先の大戦で最も大きな被
害を受けたフィリピンの慰霊を大切にしておら
れ、今だに解決されない残留孤児問題や日系人に
対しても心を痛めておられます。

日本は1941年12月にアメリカの植民地だった
フィリピンに将来の独立を約束するといって占領
しました。国内内情を把握していなかった日本軍
のフィリピン占領当初は、アメリカ軍にはアメリ
カ人兵士とフィリピン人兵士がおりました。占領
後にゲリラ化したフィリピン兵が民衆に紛れ日本
軍を襲い、日本兵は民衆とゲリラの見分けがつか
ず混乱し、フィリピンの一般人はゲリラと日本軍
の板挟みになり大多数の犠牲者を出してしまいま
した。日本軍に追われオーストラリアに退却した
アメリカは、海上から武器や資金を提供し、強硬
になっていたフィリピンゲリラと日本軍との戦い
は更に泥

どろ

沼
ぬま

化
か

し、地獄の戦いと化して行きました。
レイテ島やセブ島を始め、フィリピン全土で過酷
で悲惨な戦いが行われました。フィリピンは東南
アジアの沖縄とも言われ、外地では最大の51万
8千人を超える日本人が命を落としました。しか
し、当時の人口1630万人でのフィリピン側の死
者は111万に及んでいて、当時の国民の16人に一
人が亡くなっていることは日本ではあまり知られ
ていません。誰も望んでいなかった戦争に何故多
くの人々が戦争の渦に巻き込まれたのか、そこに
はアメリカからの独立間近のフィリピンに日本が
進軍した故の悲しい事実があります。 アキノ前
大統領主催の晩餐会での天皇陛下のお言葉です。

「貴国国内において日米両国間の熾
し

烈
れつ

な戦闘が行
われ、貴国の多くの人が命を落とし傷つきました。
私ども日本人が決して忘れてはならない事」この
御言葉には陛下の思いが凝

ぎょう

縮
しゅく

されています。私達
は時の流れやフィリピン人の「許す」という寛大

さに甘える事なく過去を心に刻む事を忘れてはな
りません。 また忘れていけないのは、フィリピ
ンには戦前、戦中、当時の貧しかった日本から多
くの日本人がフィリピンに渡り商売やプランテー
ション経営を行い、フィリピン人女性と結婚し幸
せな家庭を築いた事です。しかし戦争により全て
が失われてしまいました。 戦争の混乱中、民間
人でも日本人というだけで虐殺された時代で、赤
ちゃんや子供も殺されました。当時は子供までも
洗脳された敵とみなされ、日本人には一般市民な
どいないと考えられていたのです。戦後も日本人
のアイデンティティを隠して必死に生き延びた日
系人の方々の御苦労は言葉では表せない非情なも
のです。本日はセブ日系人会の会長、副会長に御
出席頂いております。 

セブ観音からは特別攻撃隊第一陣がレイテ島に
向けて飛び立ったラホグ飛行場跡が一望できま
す。御国の為に、また父母、妻や子供の為に戦っ
た軍人達。勝った方にも負けた方にも大切な家族
がいました。また特攻志願したとはいえ、十

じゅっし 

死零
れい

生
しょう

の特攻を選択した若者達が生と死の狭間で書き
残した遺書を読む私達は感

かん

涙
るい

に唸
うな

ります。特攻隊
員が抱いた清心なる祖国愛、崇

すう

高
こう

な自己犠牲の精
神は想像を超えたものがあります。どの戦争も犠
牲の方がはるかに大きく、そこには勝者はいない
のです。私を含め戦争を知らない世代が増える反
面、戦争の真の事実を伝える事が私共の責務であ
ります。 

世界にまだ1万4先発を超える核兵器がありま
す。核兵器が炸裂した広島や長崎で起こった地獄
絵巻の様な悲惨な歴史を風化させる事なく、核兵
器の恐ろしさを唯一の被爆国として声を上げて行
く義務があります。昨年、核兵器禁止条約の成立
に貢献したICANがノーベル平和賞を受賞し、被
爆者の長年の思いが伝わった大きな一歩となりま
した。残念ながらアメリカの核の傘下にある日本
は現実的でないと批

ひ

准
じゅん

に署名しませんでした。世
界では自国第一主義を唱える指導者が増え、軍増
強や核兵器の近代化、IT化が進んでおり戦火が起
こる可能性が高まっています。オバマ前大統領が
被爆地広島を訪れ、原爆投下国として第二次世界
大戦の全ての犠牲者に追悼の意を示し、また2羽
の折り鶴を自ら折られ平和の祈りを捧げた事は高
く評価されました。平成最後のセブ観音での戦没
者慰霊祭には多くの人達が恒久なる平和への祈り
を込めて約5000羽もの千羽鶴を折って下さいま
した。千羽鶴を準備するには如

い

何
か

に大変な作業で
あったと存じます。貢献された皆様に厚く御礼を
申し上げます。鶴を折って下さったのは日本人だ
けでなく、多くのフィリピン人や外国人もいま
す。皆が二度と戦争が起こらない事を願い、一羽
一羽に祈りを込めて折りました。この様な時代だ
からこそ理性を持って戦争を回避する勇気を持っ
てもらいたい。唯一の被爆国日本は「核なき世界」
を主導し国際的役割を果たすべきだと切に思いま
す。 

6月12日に史上初の米朝首脳会談が行われまし
た。北朝鮮の非核化もしくは経済制裁措置強化及
び圧力増強して軍事衝突になる可能性の二つの選
択肢。合意文書では完全な非核化に取り組むと記
されていますが、ほとんど何も決まらないまま署

名されましたが北朝鮮が自国の核兵器を放棄する
保証は無いのです。融和と対立を繰り返してきた
米朝は今後も接近と裏切りを繰り返し、北朝鮮は
非核化詐欺を継続していくと考えられます。金だ
けを払わされる日本と韓国にしてみればいい迷惑
です。
「新たに憲法9条に自衛隊の存在を書き込む」

「2020年に新憲法施行を目指す」と安倍首相は
述べられ、改憲への動きが急速に強まっていま
す。戦後70年以上に渡って日本が戦争を起こさ
なかったのは憲法9条の存在と市民の粘り強い運
動があったからです。愛する息子や孫を戦場に行
かせたくない気持ちはどの母も祖母も同じです。
憲法9条改正に反対し、日本国憲法の民主主義、
基本的人権の尊重、平和主義の諸原則が生かされ
る政治を求めます。私達は肌身で感じた戦争の悲
惨さを語り継ぐ事が出来る最後の世代である事を
自覚し、恒久平和の実現に向けて一層の努力を続
けて参ります。 全ての戦亡者の御

み

霊
たま

の御冥福と、
遺族の皆様の御健勝、また世界平和を祈念致しま
して慰霊の言葉と致します。

平成30年8月15日
セブ日本人会会長 櫻井絹恵

We also thanks for the attending this ceremony to 
Ms. Estrella C. Siega President of Nikkei jin Kai Cebu. 
And of course Thank you for the all setting  up and 
maintenance of this Cebu Kanon for long time.Mr.Brian 
Conel of Marco Polo Plaza hotel and his team, He also 
giving us the advice of Origami Crane.   

9 月 無 料 医 療 相 談
 
マニラ日本人会診療所の日本人医師、菊地
先生にセブにお出でいただきます。

日時：�9 月 22 日（土）�
午前９時半〜午後４時半

場所：セブ日本人会事務所
予約：�9 月 19 日までに事務局に電話でお申

し出下さい。
対象：�セブ日本人会、セブ日本人商工会議

所会員およびその家族の方となって
おります。

普段健康診断などを行っていない方、持病
をお持ちの方、現地フィリピン人医師との
意思疎通に困っている方など是非この機会
に受診されることをお勧めします。受診の
際には血液検査の結果や診断書、お薬手帳
などお持ちになるとより一層詳しく問診が
受けれます。

●菊地宏久医師
福島県出身。青年海外協力隊の数学教員として
1980 年、フィリピンに派遣される。フィリピ
ン人医師との出会いが機となり、帰国後は高知
医科大学、東京大学大学院で医学を学ぶ。海外
邦人医療基金の派遣で 2004 年～ 2007 年の間
ジャカルタにて医療活動に従事。インドネシア
でのテロや大地震の体験を通し災害医療の重要
さを実感する。東日本大震災の避難所にも赴く。
2010 年 4 月よりマニラ日本人会診療所勤務。
専門は救急・循環器科・感染症・航空医学。

 マニラプライマー誌より抜粋
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ご
挨
拶

日
本
人
会
会
員
の
皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。

私
は
2
0
1
8
年
か
ら
日
本
人
会
の
理
事

を
務
め
て
お
り
ま
す
、
新
人
理
事
の
斉
藤

淳
と
申
し
ま
す
。

34
歳
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
妻
と
そ
の
間

に
出
来
た
子
供
1
人
（
1
歳
半
）
と
セ
ブ

市
内
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

趣
味
は
悲
し
い
事
に
特
に
な
い
の

で
す
が
、
強
い
て
挙
げ
る
な
ら
ばBo’s 

Coffee

で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
つ
つ
、
そ

こ
で
売
っ
て
い
るCarm

en’s Best Ice 

Cream

を
食
べ
る
事
で
す
。

私
は
現
在
、
こ
こ
セ
ブ
島
で
「
俺
の
セ

ブ
島
留
学
」
と
い
う
フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
情

報
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
お
り
ま

す
。元

々
は
自
身
が
2
0
1
2
年
に
こ
の
セ

ブ
島
へ
4
ヶ
月
ほ
ど
留
学
し
た
時
に
、
セ

ブ
島
に
関
す
る
情
報
が
ネ
ッ
ト
に
あ
ま
り

な
い
事
に
気
づ
き
、「
情
報
サ
イ
ト
が
あ
っ

た
ら
便
利
だ
ろ
う
な
ぁ
〜
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
翌
年
の
2
0
1
3
年
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
に
関
し
て
言
え
ば
、

自
身
の
留
学
含
め
て
こ
の
2
0
1
8
年
ま

で
の
約
6
年
間
、業
界
を
見
て
来
ま
し
た
。

最
初
は
日
本
と
セ
ブ
島
を
行
き
来
し
つ

つ
、
様
々
な
語
学
学
校
を
視
察
、
留
学
体

験
（
1
週
間
〜
1
ヶ
月
）
を
繰
り
返
し
、

少
し
ず
つ
セ
ブ
島
に
い
る
期
間
を
延
ば

し
、
現
在
は
セ
ブ
島
に
1
年
の
9
割
以
上

滞
在
す
る
に
い
た
り
ま
す
。

今
回
、
有
難
い
事
に
セ
ブ
島
通
信
で
少

し
枠
を
頂
き
ま
し
て
た
の
で
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
留
学
の
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
ざ
っ
く

り
し
た
歴
史
と
、
留
学
生
の
動
向
、
そ
し

て
今
後
予
測
さ
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
の

傾
向
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
中
に
は
、
セ
ブ
島
現
地

で
事
業
を
な
さ
れ
て
い
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
事
業
に
深
く
関

わ
る
事
と
し
て
重
要
な
の
が
、
セ

ブ
島
へ
の
観
光
客
数
の
増
減
で
あ

り
、
セ
ブ
島
へ
の
留
学
生
の
増
減

で
す
。

セ
ブ
島
留
学
し
た
留
学
生
は
、

比
較
的
高
い
確
率
で
「
留
学
も
し

く
は
観
光
で
リ
ピ
ー
ト
」
し
て
く

れ
ま
す
。
し
か
も
、「
友
達
を
連

れ
て
」
で
す
。

そ
の
た
め
、
セ
ブ
島
留
学
生
と

セ
ブ
島
観
光
客
は
き
っ
て
も
切
れ

な
い
関
係
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

・�

今
後
、留
学
生
は
増
え
る
の
か
？

・�

セ
ブ
島
観
光
客
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
ス

ピ
ー
ド
で
伸
び
て
い
る
の
か
？

・�

他
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
比
べ
て
、差
は
ど

の
程
度
あ
る
の
か
？

そ
う
い
っ
た
事
を
ご
紹
介
す
る
事
で
こ

の
コ
ラ
ム
が
、
皆
様
の
何
か
し
ら
の
お
役

に
立
て
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
元
々
1
回
で
収
め
る
つ
も
り
で

書
い
て
い
た
ら
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
増
え
て
し

ま
っ
た
の
で
、
2
回
か
3
回
に
分
け
て
セ

ブ
島
通
信
に
投
稿
予
定
で
す
。

韓
国
人
が
始
め
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学

フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
と
い
う
と
、
多
く
の

留
学
生
は
セ
ブ
島
に
来
ま
す
が
、
セ
ブ
以

外
に
も
マ
ニ
ラ
、
バ
ギ
オ
、
ク
ラ
ー
ク
、

バ
コ
ロ
ド
、
イ
ロ
イ
ロ
、
ボ
ラ
カ
イ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
は
元
々
、
1
9
9
4

年
に
C
P
I
L
S
と
い
う
韓
国
資
本
の
語

学
学
校
が
マ
ニ
ラ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
事
は

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
と
い
う
海
外
留
学
ス

タ
イ
ル
は
、
1
9
9
0
年
代
後
半
に
韓
国

人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

韓
国
は
日
本
に
比
べ
て
国
内
の
需
要
が

少
な
い
た
め
、
海
外
で
仕
事
を
す
る
必
要

性
に
迫
ら
れ
（
も
し
く
は
海
外
と
の
や
り

取
り
を
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
）、
英
語

力
が
問
わ
れ
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
か
で

す
。例

え
ば
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
韓
国
の

英
語
教
育
の
需
要
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

な
記
載
が
あ
り
ま
す
。

＊　
＊　
＊

『
韓
国
は
1
9
9
0
年
前
後
か
ら
、
国
を

挙
げ
て
英
語
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
に
、
1
9
9
7
年
の
通
貨
危
機
を

境
に
国
民
に
広
が
っ
た
危
機
感
も
あ
っ

て
、
英
語
教
育
に
対
す
る
熱
気
が
急
速
に

高
ま
っ
て
き
た
。

今
、
韓
国
は
国
内
総
生
産
の
80
％
以
上

を
海
外
貿
易
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

国
家
の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
然
と

い
う
環
境
で
は
、
英
語
が
で
き
な
い
と
生

き
残
れ
な
い
。韓
国
に
と
っ
て
英
語
は『
生

き
残
る
術
』
な
の
で
す
。』

引
用
：https://business.nikkeibp.co.jp/

article/m
anage/20110623/221091/

＊　
＊　
＊

日
本
は
韓
国
に
比
べ
て
、
人
口
が
多
く

国
内
の
内
需
も
そ
れ
な
り
に
充
実
し
て
い

る
た
め
、
英
語
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
か
ら
か
、
国
内
で
英

語
力
を
使
え
る
人
材
が
あ
ま
り
育
た
ず
、

海
外
展
開
に
お
い
て
は
サ
ム
ス
ン
、
L
G

な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
に
大
き
く
水
を
あ
げ
ら

れ
る
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
、
こ
こ
セ
ブ

島
で
も
車
以
外
は
日
本
ブ
ラ
ン
ド
が
勝
っ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。
近
年

で
は
韓
国
だ
け
で
な
く
、
中
国
ブ
ラ
ン
ド

も
素
晴
ら
し
い
ク
オ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
ス

マ
ホ
市
場
で
は
も
は
や
S
O
N
Y
を
含
め

た
日
本
勢
が
勝
つ
見
込
み
が
あ
り
ま
せ

ん
。私

が
留
学
し
た
2
0
1
2
年
は
、
チ
ェ

リ
ー
モ
バ
イ
ル
ぐ
ら
い
し
か
有
名
な
ブ
ラ

ン
ド
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
（
苦
笑
）、

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
民
方
に
韓
国
の

ド
ラ
マ
が
浸
透
し
て
い
る
事
を
考
え
る

と
、
国
策
も
日
本
の
数
歩
先
を
歩
ん
で
い

る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
も
法
人
も
国
も
、
韓
国
は
日
本
よ

り
も
い
ち
早
く
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
し
て

お
り
、日
本
人
と
し
て
は
悔
し
い
で
す
が
、

完
全
に
追
い
か
け
る
立
場
で
す
。

そ
ん
な
1
9
9
0
年
代
に
グ
ロ
ー
バ
ル

展
開
が
騒
が
れ
て
い
た
韓
国
に
お
い
て
、

目
を
つ
け
た
の
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
で
し

た
。
ま
ず
は
マ
ニ
ラ
、
そ
の
後
に
セ
ブ
島

と
バ
ギ
オ
で
も
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
学
校
名
で
言
え
ば
…
…

CLIPS

（
マ
ニ
ラ
→
セ
ブ
）、H

ELP

（
バ
ギ
オ
）、PH

ILIN
TER

（
セ
ブ
）、

M
TM

（
後
に
日
系
資
本
に
買
収
さ
れ
、

3D

 Academ
y

へ
名
前
を
変
更
）、EV

（
セ

ブ
）、PIN

ES

（
バ
ギ
オ
）
な
ど
が
初
期

の
頃
か
ら
の
語
学
学
校
で
す
。

こ
こ
で
注
目
な
の
は「
バ
ギ
オ
」で
す
！

セ
ブ
は
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
有
名
な
の

で
留
学
す
る
の
も
分
か
り
ま
す
が
、
な
ぜ

か
バ
ギ
オ
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

バ
ギ
オ
に
は
空
港
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
マ
ニ
ラ
（
も
し
く
は
ク
ラ
ー
ク
）
で

降
り
て
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
で
移
動
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
山
の
中
に
数
百
人
規
模

の
学
校
を
作
る
オ
ー
ナ
ー
の
度
胸
も
す
ご

い
で
す
が
、
今
思
え
ば
バ
ギ
オ
が
い
く
ら

避
暑
地
で
過
ご
し
や
す
い
場
所
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
マ
ニ
ラ
か
ら
片
道
4
時
間
、
5

時
間
か
か
る
場
所
に
、
韓
国
人
留
学
生
を

月
に
数
百
人
わ
ざ
わ
ざ
連
れ
て
行
く
営
業

力
も
半
端
な
い
で
す
ね
。

そ
の
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
の
メ
イ
ン

ラ
ン
ド
は
セ
ブ
島
に
移
り
ま
す
。

セ
ブ
島
は
バ
ギ
オ
に
比
べ
て
知
名
度
が

高
く
、
マ
ニ
ラ
に
比
べ
て
イ
メ
ー
ジ
が
良

く
、
韓
国
人
観
光
客
も
当
時
か
ら
多
か
っ

た
の
で
、
一
番
メ
ジ
ャ
ー
な
留
学
先
に
な

り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
マ
ニ
ラ
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
留

学
が
育
た
な
か
っ
た
理
由
は
、
マ
ニ
ラ
の

イ
メ
ー
ジ
と
人
件
費
や
賃
料
の
価
格
だ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
の
魅
力
は
安
く
て
、

大
量
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
授
業
が
受
け
れ
る

の
で
、
マ
ニ
ラ
は
バ
ギ
オ
や
セ
ブ
に
比
べ

て
固
定
費
が
高
く
、「
コ
ス
パ
の
良
い
フ
ィ

リ
ピ
ン
留
学
」
の
実
現
が
難
し
か
っ
た
わ

け
で
す
。

次
回
へ
続
き
ま
す
。

サンミゲルビールに勝るとも劣らないフィリピンの至宝「Carmen’
s Best Ice Cream」
引用：https://www.carmensbest.com/

健康講演会のご案内
皆さん、お久しぶりです。お元気でお過ごしでしょうか。

和歌山医大の森岡郁晴です。
朗報です。10月にセブ日本人会のご理解を得て、健康講

演会を開催することになりました。
本年の総会で、昨年の調査結果を説明させていただきま

したが、今回はその結果を踏まえて、セブでもっと健康に
過ごすためには、どのような行動が効果的なのかを、お話
しさせていただきます。

講演会の終わりには歓談の時間もありますので、気に
なっていることがありましたら、お尋ねください。

お忙しい中かと思いますが、ご参加お待ちしております。
皆様との再会を楽しみにしてます。

記
１．日時：2018年10月13日（土）
　 講演：午後1時～午後2時
　 歓談：午後2時15分から午後3時
２．場所：セブ日本人会　事務所
３． テーマ：「セブでもっと健康に過ごすために必要な行動

について」 以上

フ
ィ
リ
ピ
ン
島
留
学
の
歴
史
か
ら
見
る
、

今
後
の
セ
ブ
島
観
光
・
留
学
生
の
推
移
予
測

第
1
回

斉
藤 

淳
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5
月
11
日
（
金
）
〜
13
日
（
日
）
に
か
け
て

「
2
0
1
8
年W

aoje

ア
セ
ア
ン
大
会
」
が
マ

ク
タ
ン
島
に
あ
るChateau By The Sea

で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
W
a
o
j
e
は
世
界
各
国

に
展
開
し
て
い
る
海
外
を
拠
点
に
活
躍
す
る
日

本
人
起
業
家
の
団
体
。
第
5
回
目
と
な
る
当
大

会
は
約
20
都
市
あ
る
加
盟
地
域
か
ら
セ
ブ
が
選

ば
れ
、
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

な
ど
ア
セ
ア
ン
各
国
か
ら
日
本
人
起
業
家
と
ビ

ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
が
約
60
名
集
い
、
交
流
会
や

勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。
1
日
目
は
不
動
産
・

語
学
学
校
視
察
ツ
ア
ー
、
2
日
目
は
本
祭
で
勉

強
会
と
交
流
会
、
3
日
目
は
カ
オ
ハ
ガ
ン
島
ツ

ア
ー
で
し
た
。

今
回
は
受
付
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
手
伝
い

し
た
私
が
2
日
目
の
本
祭
を
メ
イ
ン
に
イ
ベ
ン

ト
の
様
子
を
お
話
し
し
ま
す
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
言
で
言
う
と
「
セ
ブ

ら
し
さ
の
詰
ま
っ
た
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
」。

起
業
家
の
勉
強
会
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
と
豪

華
な
ホ
テ
ル
の
会
場
を
借
り
て
、
ホ
テ
ル
側
の

ス
タ
ッ
フ
が
準
備
を
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

す
が
、
セ
ブ
で
の
ア
セ
ア
ン
大
会
は
違
い
ま
し

た
。リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
会
場
は
借
り
た
も
の

の
、
借
り
た
の
は
ほ
と
ん
ど
場
所
だ
け
。
会
場

の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
食
事
会
の
ド
リ
ン
ク
な
ど

通
常
は
ホ
テ
ル
に
任
せ
る
部
分
ま
でW

aoje

の

ス
タ
ッ
フ
で
用
意
し
ま
し
た
。

本
祭
の
勉
強
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
、
セ

ブ
ポ
ッ
ト
代
表
の
佐
藤
ひ
ろ
こ
さ
ん
に
よ
る

「
デ
ー
タ
か
ら
見
る
セ
ブ
の
魅
力
」
に
つ
い
て

の
お
話
、
セ
ブ
の
起
業
家
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
メ
ン
タ
ル
コ
ー
ト
と
し

て
活
躍
す
る
平
本
あ
き
お
さ
ん
や
オ
ン
ラ
イ
ン

英
会
話
事
業
を
行
う
レ
ア
ジ
ョ
ブ
の
中
村
岳
さ

ん
の
講
演
、
そ
し
て
最
後
は
参
加
型
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。
こ
の
最
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
グ
ル
ー
プ
ご
と
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
タ

イ
ム
が
20
分
間
ほ
ど
設
け
ら
れ
た
の
で
す
が
、

話
し
合
う
場
所
は
会
場
内
の
ど
こ
を
選
ん
で
も

い
い
こ
と
に
。
会
場
内
の
テ
ー
ブ
ル
だ
け
で
な

く
、
外
の
テ
ラ
ス
や
ビ
ー
チ
沿
い
な
ど
で
海
を

眺
め
な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
セ
ブ
ら
し

く
自
由
な
雰
囲
気
で
話
し
合
い
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
し
て
、
夜
に
は
大
交
流
会
。
な
ん
と
余
興

が
６
つ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ヌ
ロ
グ
ダ
ン

ス
に
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ブ
ー
ダ
ン

ス
、
セ
ブ
ン
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
演
奏
、
そ
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ジ
ョ

リ
ビ
ー
ま
で
登
場
。
最
後
は
花
火
で
締
め
！
の

は
ず
で
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い

W
a
o
j
e
セ
ブ
。
花
火
が
上
が
る
と
同
時
に

泡
パ
ー
テ
ィ
ー
も
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
泡

も
運
営
側
で
用
意
し
て
い
た
の
で
す
。

他
の
ア
セ
ア
ン
諸
国
に
比
べ
、
起
業
家
の
平

均
年
齢
が
若
い
セ
ブ
だ
か
ら
こ
そ
作
れ
た
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
あ
ふ
れ
る
〝
セ
ブ
ら
し
い
〟

ア
セ
ア
ン
大
会
。

各
国
か
ら
来
ら
れ
た
起
業
家
の
方
た
ち
も
今

ま
で
に
な
い
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
大
変
満
足
さ

れ
て
い
た
様
子
で
し
た
。

不
動
産
の
視
察
や
勉
強
会
で
学
ん
だ
セ
ブ
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
知
識
に
加
え
、
大
交
流
会

の
余
興
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
文
化
・
セ
ブ
の
雰
囲

気
を
存
分
に
味
わ
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

2018 Waoje 
アセアン大会 in CEBU 

ASEAN諸国の起業家による勉強会
北村 真紀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

日英翻訳＆遺族年金申請 
D’ Tratou Cebu Translation & Pension Application 

 

… 日英翻訳 …
横浜市立大学文理学部英文科卒 鈴木 了

(Document Translator): Rio Suzuki [MEL in Yokohama City Univ.]
＊公文書/証明書(Official Documents / Certificates)＊契約書等(Contracts / Agreements) 

＊仕様書/マニュアル(Business Technical Specifications) 
 

 

… 遺族年金申請手続 …
(Procedures for Pension Benefits to a Filipina family) 
*Cedula, *BIR Cert, *Barangay Cert, *Child ID, etc. 

(日本国での担当：中原周太朗 行政士) 

Please feel free to inquire directly!  
 

… 法律相談 …
(Legal Advice & Assistance). 

フィィリピン国弁護士による諸手続・法律相談 
(会社設立(SEC・DTI）(Mepz 含む) 養子縁組・離婚・その他訴訟

（担当：弁護士 ダニロ シノブハン 日本語できます） 
 

   ◆ Inquiry: Cell: 0917-7171-839.  Tel & Fax: (032) 263-0614 
◆ Email: suzkicebu@yahoo.co.jp 

広告掲載募集
★�セブ島通信に記事を掲載したい方は
「メール：info@ja-cebu.com」迄、�
お問合せください。

★�セブ島通信では、発行日（奇数月の
月初）の 1ヶ月前を締切として原稿
を公募しております。

電話：（032）495-7728 or 495-8372
携帯：0917-321-6349（日本語可）
場所：Anemone Resort 内
　　  Buyong, Maribago, Lapu-lapu City

日本人インストラクターが5人常駐！！ダイビング
が初めての方やお一人で参加される方にも安心。
少人数、安全そしてきめ細かなサービスで快適
なダイビングを約束♪またセブ島の南サンタンダ
ー、モアルボアル、ボホールにも支店（もちろん日
本人インストラクター常駐）がありますので、マク
タン以外の海を潜りたいダイバーの方は、ぜひこ
ちらも潜ってみてはいかがですか？

セブ島通信を見て事前に
ダイビングをご予約された方
オリジナルTシャツ贈呈＆ランチ無料！

Emerald Green Diving Center
エメラルドグリーンダイビングセンター

プロモ期限：当セブ島通信発行年月より１年間

☆★ ジンベエツアー開催 ★☆
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マ
ニ
ラ
音
楽
祭

セ
ブ
ン
ス
ピ
リ
ッ
ト 

田
中 

宏
明

2
0
1
2
年
よ
り
セ
ブ
で
、
現
地
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
無
料
の
音
楽
教

育
活
動
を
開
始
し
て
以
降
、
皆
様
の
ご
支

援
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
周
り
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
セ
ブ
市
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

で
の
演
奏
会
。
W
A
O
J
E
の
イ
ベ
ン
ト

や
日
本
人
会
の
主
催
す
る
盆
踊
り
大
会
な

ど
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
演
奏
の
機
会
を

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

公
立
小
学
校
の
い
く
つ
か
で
は
音
楽
の

授
業
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
も
な
り
、
セ
ブ
の
地
で
蒔

い
た
種
が
6
年
の
年
月
を
経
て
小
さ
な
芽

を
出
し
始
め
て
き
た
か
な
と
、
そ
ん
な
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
マ

ニ
ラ
で
の
演
奏
会
に
招
待
さ
れ
る
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

7
月
20
日
〜
22
日
の
3
日
間
の
日

程
で
、
マ
ニ
ラ
に
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

最
大
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
あ
る

C
C
P
（C

ultural C
enter of the 

Philippines

）
に
て
行
わ
れ
た
音
楽

祭
、【B

A
N
D

 and O
R
C
H
ESTR

A 

FESTIVAL 2018

】
の
参
加
団
体
と
し

て
、
ビ
サ
ヤ
地
方
で
唯
一
、
セ
ブ
ン
ス
ピ

リ
ッ
ト
の
キ
ッ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
招
待

さ
れ
ま
し
た
。

国
家
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
中
心
と
な
っ

て
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な

財
産
に
な
り
ま
す
。
セ
ブ
ン
ス
ピ
リ
ッ
ト

は
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
国
歌
演
奏
と

い
う
と
て
も
重
大
な
役
割
を
与
え
ら
れ
、

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
計
6
曲
。
さ
ら

に
翌
日
に
も
4
曲
の
演
奏
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
マ
ニ
ラ
を
初
め

て
訪
れ
、
そ
れ
だ
け
で
も
良
い
経
験
と

な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
立
っ
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
大
き
な
舞
台
で
味
わ
っ

た
緊
張
感
。
同
年
代
の
子
ど
も
た
ち
を
含

む
、
レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏
を
聴
く
こ
と
に

よ
る
新
た
な
刺
激
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

成
長
す
る
に
あ
た
っ
て
の
様
々
な
要
素
が

詰
ま
っ
た
3
日
間
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。こ

の
経
験
を
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
ら

せ
る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
さ
ら
な

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
、
そ
し
て
未
来
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
僕
た
ち
の

使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
39
名
も
の
子

ど
も
た
ち
が
最
高
の
場
に
立
つ
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
渡
航
＆
滞
在
費
用
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

す
。
セ
ブ
や
日
本
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
マ
ニ
ラ
の
日
系
企
業
の
方
か
ら
も
ご

支
援
の
お
申
し
出
を
受
け
、
皆
さ
ま
に
支

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
る
の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
実
感
い

た
し
ま
し
た
。

教
育
活
動
と
い
う
性
質
上
、
一
朝
一
夕

に
成
果
が
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
も
セ
ブ
の
地
に
根
付
い
た

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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食材店
町屋マート

ホテル・ビーチリゾート
Movenpick Hotel Mactan Island Cebu
Shangri-La’s Mactan Resort and Spa Cebu
Marco Polo Plaza Cebu Hotel
Waterfront Cebu City Hotel
Waterfront Airport Hotel
Waterfront Insular Hotel Davao
Jpark Island Resort & Waterpark Cebu
Maribago Bluewater
Blue water SUMILON ISLAND
Blue water PANGLAO BEACH
Lubi Resort Santander
Anemone Resort and Tours Cebu
Kandaya Resort Hotel

ダイビング・マリンスポーツ
アクアマリンオーシャンツアーズ（マリンアク
ティビティ）

ブダンディン・マリン・ダイバー

アクアバディス
エメラルドグリーン・ダイビングセンター
 ―マクタン店
 ―サンタンダー店
 ―モアルボアル店
 ―ボホール店

飲食店
【マンダウエ市】
神楽（和食）
らーめん野武士（ラーメン）
オイスターベイ（シーフード）
スキレット（和洋食）
HAPPY SUMO（和食）
Tao Yuan（中華料理）
松之屋（和食）

【マクタン島】
だるま（和食）
空海（和食）
夜桜（和食）
マリバゴグリル（フィリピン料理）
花魁（和食）

【セブ市】
遊々亭（和食）
はる／旧さっちゃん（お好み焼き）
 ―タランバン店
悟空（和食）マボロ店
ミッキーズ（ケーキ）
Q 兵衛（和食）
TYMAD BISTRO（フランス料理）
夢屋喜兵衛（和食）
AMPERSAND（西洋料理）
寿や（ラーメン）
ラーメン空／やきとり備長炭
秋田／ AKITA （和食）
Mio Cafe and Restaurant（フィリピン料理）
韓陽苑（焼肉レストラン）

幸 全店（日本食レストラン）
麻布（日本食レストラン）
Circa 1900（洋食）
一路発（ラーメン）
但馬屋（焼肉）
Jazz’n Bluz Bar & Restaurant

美容・健康
ワウ・セブ歯科医院（歯医者）
スマイルデンタル（歯医者）
Japanese Tea Lounge（マッサージ）
AVALON SPA（マッサージ）マンダウエ市
ProDent Advanced Oral Health（歯医者）：セ
ブ市）

レジャー・スポーツ
セブトップ（遊覧飛行、体験飛行）

その他
Character Studio（オリジナルグッズ）
誰でもヒーロー（ボランティア）
NPO セブンスピリット／ Sevnsprit（ボランティア）
ジャパン支援センター（退職者ビザサポート）
QQ English （英会話学校）
D'Tratou Cebu（翻訳業務）
Sky Water Park（プール＆レストラン）
Wabi Linkage Corporation（翻訳業務）

旅する
フレンドシップツアーズ
KSB トラベル
AS レンタカー

割引き、もしくは特別サービス御座います。必ず会員証をご持参ください

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

セブ日本人会　協賛店／協賛ホテル一覧

セブ日本人会では、協賛店／協賛ホテルでお得な特典を受けることができる ID カードを発行しており
ます。緊急時の連絡先や簡単な身分証明としてもご使用いただけます。
会員の 18 歳以上の配偶者・ご子息に限り有料で発行いたします。２年に一度の更新時期が近づいて参
りました。改めてメールでお知らせをいたしますが、皆さまのご協力をお願い申し上げます。

未だ ID カードの手続きをされていない会員の方もこの機会に取得されることをお勧めします。ID カードの更新、新規は
無料です。紛失などで再発行の場合は実費費用負担をお願いしています。負担額は 200 ペソです。

ID カードは 2 月 1 日より有料で会員様の配偶者、18 歳以上の御子息及び配偶者までに限り協賛店及び協賛ホテルの割引
きなど特典目的限定で発行いたします。

広告募集中です。セブ島通信の発行費は広告料金でまかなっています。ぜひご協力ください。

【広告代金】① 3 分の１ 2 段 800 ペソ
② 2 分の１ 2 段 1,200 ペソ
③ 3 分の 2 2 段 1,600 ペソ
④全幅 2 段 2,400 ペソ

【お願い】①最低 6 ヶ月は継続してください。
②この 3 号分は同一原稿です。
③お支払は前払原則です。
④完成した原稿をお持ちください。

【お申込みは】
セブ日本人会事務局
電話：032-343-8066
FAX： 032-343-7663

便利な
IDカード
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マニラ日本人学校巡回授業
本年度の巡回授業は、マニラ日本人学校の行事の
都合により、８月に２回行いました。

８月４日（土）
小学１年　国語
小学２・３年　理科工作
小学４・５年　エンカウンター／理科実験
小学６年　彫刻
中学　少林寺拳法
J１　図工
J２・３　和太鼓

８月２５日（土）
小学１年　ダンス
小学２・３年　算数パズル／ダンス
小学４・５年　百人一首
小学６年　百人一首／茶道
中学　道徳／和菓子作り
J１　国語
J２　算数パズル
J３　体つくり運動

通常授業ではできないことばかりで、生徒も熱心
に取り組んでいました。

特 別 授 業
８月４日（土）一時間目に、俳優の長谷川ゆうりさん

による特別授業が行われました。
長谷川さんは、中原講師の友人で、今回、プライベー

トでセブを旅行されたのですが、特別に補習校でお話を
していただくこととなりました。
女優を目指すきっかけや、これまでの活躍など、生徒

からの質問に答える形で、夢を持つこと、また夢に向
かって努力をし続けることも大切さを語っていただきま
した。
また最後に中原講師と「扉を開けて」を歌っていただ

きました。プロの歌声に、みんな圧倒されていました。

長谷川ゆうりさんの紹介
幼少期から子供ミュージカルやタップダンス公演に出

演。2007年劇団四季入団。退団後はフリーでミュージ
カルに出演したり、ボイストレーナーなど幅広く活動を
している。

七 　 夕
７月７日（土）の３時間目

に七夕の行事をしました。短
冊にそれぞれの願い事を書い
て、願いが叶うように、笹に
飾りました。小学４・５年に
よる「七夕」のリコーダー演
奏、J３クラスも加わって「つ
ばさをください」の合唱を披
露しました。
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★セブ島通信に記事を掲載したい方は「メール：info@ja-cebu.com」迄、お問合せください。
★セブ島通信では、発行日（奇数月の月初）の 1 ヶ月前を締切として原稿を公募しております。

広告掲載のお礼
この度フリーペーパー各社（セブトリップ、咲楽、セブポット様）のご厚意により日本人会の情報、お知らせを無料で掲載していただくことになりました。
いろいろな情報がたくさんの方に発信できるようになり関係者一同喜んでいます。この場を借りて御礼を申し上げます。
セブ日本人会　会長　櫻井 絹恵

乾
季
が
終
わ
り
、
時
々
、
激
し
い
雨
が

降
る
よ
う
に
な
っ
た
。
我
が
家
は
道
路
か

ら
ず
い
ぶ
ん
低
い
土
地
に
建
っ
て
い
る
が
、

意
外
に
も
洪
水
の
被
害
は
な
か
っ
た
の
だ

が
、
何
年
か
前
に
、
隣
の
叔
父
さ
ん
が
豚

小
屋
の
排
水
の
た
め
に
勝
手
に
大
き
な
穴

を
掘
り
、
そ
の
残
土
が
丘
の
よ
う
に
空
き

地
に
放
置
さ
れ
、
少
し
の
雨
で
も
床
上
浸

水
の
被
害
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
こ
こ
で
も
記
事
に
し
た
。
あ
れ
か
ら
丘

の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
残
土
は
、

も
っ
と
洪
水
の
被
害
が
大
き
く
な
っ
た
奥

の
部
落
へ
と
運
ば
れ
、
結
局
、
手
押
し
車

は
無
用
の
長
物
と
な
り
久
し
い
。

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
大
雨
に
見
舞
わ
れ

た
。
局
地
的
な
い
わ
ゆ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と

い
う
や
つ
だ
。
遠
く
で
雷
が
鳴
り
響
い
て
い

た
の
が
、だ
ん
だ
ん
近
づ
い
て
く
る
。
時
々
、

雷
が
落
ち
て
、
地
響
き
が
す
る
。
慌
て
て

テ
レ
ビ
を
消
す
。
本
当
の
と
こ
ろ
、
ど
う

い
う
被
害
が
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

と
り
あ
え
ず
電
化
製
品
は
消
し
て
お
い
た

方
が
い
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
判
断
だ
。
そ
し

て
冷
蔵
庫
以
外
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
も
全
部
、

抜
い
て
お
い
た
。
こ
れ
ま
た
何
と
な
く
。

と
り
あ
え
ず
は
こ
れ
で
や
り
過
ご
そ
う

と
思
っ
て
い
た
ら
、
姑
が
や
っ
て
来
て
、
テ

レ
ビ
に
バ
ス
タ
オ
ル
を
か
け
る
。
も
う
コ
ン

セ
ン
ト
も
抜
い
て
い
て
、
な
ぜ
テ
レ
ビ
に
バ

ス
タ
オ
ル
を
か
け
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

聞
い
て
も
、た
だ「
雷
が
な
っ
て
い
る
か
ら
。」

と
繰
り
返
す
。
そ
の
う
ち
に
突
然
、
停
電

に
な
っ
た
。
も
う
こ
う
な
っ
て
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
の
で
、
少
し
早
い
が
寝
る
こ
と
に

し
、
横
に
な
る
。

外
で
は
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ

う
な
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
し
て
い
る
。

雷
も
遠
く
で
鳴
っ
て
い
た
か
と
思
え
ば
、
突

然
、
近
い
と
こ
ろ
に
落
ち
る
。

テ
ラ
ス
に
い
る
番
犬
が
、
鳴
い
て
い
る
。

雷
が
怖
い
の
だ
ろ
う
が
、
か
と
い
っ
て
家
の

中
に
入
れ
て
あ
げ
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

図
体
は
で
か
く
、
知
ら
な
い
人
に
は
吠
え

ま
く
る
が
、
小
心
者
の
犬
だ
。
つ
な
い
で
あ

る
鎖
を
外
し
て
や
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
で

ど
こ
か
に
避
難
す
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
テ
ラ

ス
で
悲
壮
感
を
漂
わ
せ
な
が
ら
鳴
い
て
い

る
。相

変
ら
ず
、
雷
は
鳴
り
、
雨
も
強
く
振
っ

て
い
る
が
、
電
気
は
復
旧
し
た
。
す
る
と

姑
が
部
屋
か
ら
出
て
き
て
、
台
所
に
一
目

散
に
走
っ
て
い
く
。
た
だ
事
で
は
な
い
形
相

だ
。
そ
し
て
包
丁
を
つ
か
み
、
自
分
の
腕

に
押
し
当
て
て
い
る
か
ら
驚
い
た
。
リ
ス
ト

カ
ッ
ト
か
？　

と
、
慌
て
て
止
め
よ
う
と
し

た
私
で
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
様
子
を
冷
め

た
目
で
息
子
が
見
て
い
た
。
聞
け
ば
、
あ

れ
は
お
ま
じ
な
い
の
よ
う
な
こ
と
で
、
雷
の

せ
い
で
自
分
の
体
に
電
気
が
入
り
込
ん
で

い
る
（
と
思
っ
て
い
る
）
の
を
抜
い
て
い
る

そ
う
だ
。
姑
の
必
死
な
姿
を
見
て
い
た
ら
、

玄
関
か
ら
水
が
入
っ
て
き
た
。

慌
て
て
玄
関
の
扉
を
開
け
る
と
、
下
半

分
は
ア
ル
ミ
板
で
、
上
半
分
が
網
戸
に
な
っ

て
い
る
扉
が
壊
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
い
え
ば

犬
が
必
死
に
引
っ
掻
い
て
い
た
よ
う
な
音

が
し
て
い
た
が
、
上
半
分
の
網
戸
部
分
が

破
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た

が
、
そ
れ
よ
り
先
に
浸
水
を
ど
う
に
か
し

な
い
と
。
と
、
以
前
、
使
っ
て
い
た
土
嚢
を

探
す
が
、
見
当
た
ら
な
い
。
土
砂
降
り
の

雨
の
中
、
必
死
に
探
し
、
よ
う
や
く
ゴ
ミ

に
埋
も
れ
て
い
た
の
を
二
つ
だ
け
引
っ
張
り

出
し
て
き
た
。
そ
れ
も
す
で
に
米
袋
が
朽

ち
て
い
て
う
ま
く
持
て
な
い
。
抱
え
込
ん

で
や
っ
と
玄
関
に
置
く
。
そ
の
間
も
ど
ん

ど
ん
水
は
家
の
中
へ
。
雷
が
怖
い
、
と
言
っ

て
い
た
姑
も
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な

り
、
ち
り
取
り
で
水
を
か
き
だ
し
て
い
る
。

と
り
あ
え
ず
汚
れ
た
洗
濯
物
を
床
に
敷
き
、

水
を
ふ
き
取
る
。
そ
れ
で
も
間
に
合
わ
な

く
な
り
、
み
ん
な
で
右
往
左
往
し
て
い
る

と
こ
ろ
へ
、
犬
が
な
ぜ
か
嬉
し
そ
う
に
尻

尾
を
振
っ
て
い
る
。も
し
か
し
て
こ
の
犬
は
、

雷
が
怖
く
て
、
中
に
入
れ
て
く
れ
と
訴
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
水
が
入
り
込
ん
で

き
て
い
る
と
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
か
。
ど
ち

ら
に
し
て
も
網
戸
を
壊
す
こ
と
は
な
い
と

は
思
う
が
。

し
ば
ら
く
す
る
と
雷
も
遠
く
な
り
、
雨

も
止
ん
だ
。
我
が
家
も
水
が
少
し
だ
け
入
っ

て
来
た
だ
け
で
、
大
き
な
被
害
は
な
か
っ

た
。し

か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
な
ぜ
こ
れ
だ

け
雷
が
鳴
っ
て
い
て
、
以
前
に
も
浸
水
被

害
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
予
め
土
嚢

を
積
ん
で
お
か
な
か
っ
た
の
か
、
と
自
分
で

も
呆
れ
る
。周
り
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
た
ち
に
、

学
習
し
な
い
よ
ね
ぇ
、
な
ど
と
偉
そ
う
に

言
っ
て
い
た
こ
と
が
恥
ず
か
し
く
な
る
と
同

時
に
、
す
で
に
私
は
こ
ち
ら
側
に
い
る
の
だ

と
実
感
す
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
そ
ん
な

自
分
が
、
以
前
な
ら
ば
許
せ
な
か
っ
た
が
、

「
や
だ
な
、
も
う
」
く
ら
い
で
済
ま
せ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
に
我
な
が
ら
驚
く
。

と
り
あ
え
ず
、
翌
日
に
は
、
古
い
、
袋

が
半
分
朽
ち
て
い
る
土
嚢
ご
と
新
し
い
米

袋
に
入
れ
、
玄
関
脇
に
用
意
し
て
お
い
た
。

姑
が
水
の
入
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
を
モ
ッ

プ
で
拭
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
何
だ
か

家
の
中
が
や
け
に
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
気
が
付
く
。
浸
水
で
も
し
な
い
と
、

モ
ッ
プ
は
か
け
て
く
れ
な
い
こ
と
を
。

網
戸
の
扉
が
犬
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
以
来
、
我
が
家
は
玄
関
を

開
け
っ
ぱ
な
し
に
で
き
な
く
な
っ
た
。
扉
を

閉
め
て
い
る
と
、
風
も
入
っ
て
こ
な
い
。
そ

れ
よ
り
何
よ
り
、
家
の
中
が
昼
間
で
も
暗

い
。
仕
方
が
な
い
の
で
、
網
戸
の
扉
を
直

す
こ
と
し
た
が
、
ま
た
犬
に
壊
さ
れ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
と
、
親
戚
の
叔
父

さ
ん
に
ボ
ヤ
い
て
い
た
ら
、
俺
に
任
せ
ろ
、

と
壊
れ
た
網
戸
の
扉
を
持
っ
て
行
っ
て
、
数

日
後
、
取
り
付
け
て
く
れ
た
。
扉
の
半
分

く
ら
い
が
網
戸
だ
っ
た
の
だ
が
、
犬
が
立
っ

て
も
届
か
な
い
く
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
ア
ル

ミ
板
に
な
っ
て
い
て
、
網
戸
の
部
分
は
上
の

少
し
だ
け
し
か
な
か
っ
た
。
確
か
に
犬
に

壊
さ
れ
る
心
配
は
な
く
な
っ
た
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
ア
ル
ミ
板
に
な
っ

て
い
て
、
扉
を
閉
め
て
い
る
状
態
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
は
意
味
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
任
せ
た
私
が
悪
か
っ
た
。

この記事を書くにあたってお断りしておくことが
あります。私は60を超えていますが、健康志向の
人間ではありません。スポーツはせず、毎日酒を飲
み、ストレスも溜まる日々を送っています。したがっ
てここで紹介する食事を実践したから血圧や血糖値
が改善するということは想定していません。
我家の基本は味噌、醤油、出汁以外は地産地消で
す。セブの野菜は美味くないなどと贅沢は申しませ
ん。日常の食事ですから、いちいち日本から素材を
取り寄せる訳にはいきません。それでも調味料さえ
ケチらなければ案外美味いものが出来ると思いま
す。もちろん好みや求めるレベルは人それぞれです。

○朝ご飯
夫婦二人の我家では月曜から土曜までの朝食は一
汁二菜程度の和食です。ご飯て本当に日本人らしい
呼び方だと思います。お米を炊いたものが食事の意
味を持っています。ご飯は通常朝だけです。昼食は
麺類かパン、夕食は酒のつまみのみで〆は食べません。
朝炊くご飯は、ほとんど雑穀米です。以前は十六

穀米が手に入りましたが、ここ何年かは自家製のブ
レンドです。フィリピン産日本米、ローカルの玄米、
赤米をはじめ粟、キヌア、アマランサスなど各種の
雑穀、その時に手に入るものを適当に混ぜます。白
米、玄米、赤米だけでも十分に美味しいです。合計
一合を良く研いで一晩水に浸し、水をたっぷり吸わ
せてからダイソーで買った小さな土鍋で炊きます。
香ばしく様々な穀類の味や食感を楽しんでいます。
おこげが苦手なので心配していたのですが、杞憂に
終わっています。この一合は夫婦の二日分です。小
さな茶碗に軽く一膳の炊き立てを食べ、翌日は雑炊
か焼きおにぎりです。
一汁は味噌汁。汁から具が山盛りになってるよう
な具だくさんです。大根、サヨテ、ジャガイモ、ナ
ス、ネギ、葉物各種、要するに冷蔵庫で余ってる野
菜はたいてい何でも使えます。トマトを最後に入れ
るのも美味しいものです。火のとおりにくいものか
らというルールを守ります。そして忘れていけない
のは「油揚げ」と夫婦で呼んでいる揚げ豆腐です。
スーパーで売っているローカルの豆腐、我家は週一
回中国人の豆腐屋さんから、まだ温かいのをまとめ
て買ってきます。これを５㎜程度にスライスして１
週間分を揚げておきます。揚げたての熱々に生姜醤
油を掛けるとご飯にもお酒にもピッタリです。作り
立ての豆腐が手に入ったら豆腐とネギ、ワカメかけ
んちん汁です。けんちん汁は上記の野菜をゴマ油で

炒めて出汁を加えて味噌か醤油で味を調え、最後に
豆腐を崩して入れてひと煮たち。出汁は昆布や鰹節
ですが、もちろん「本だし」でも十分です。汁とい
うことでは暑い時には冷汁です。これでもかという
ほどの量のゴマをしっかり煎って摺ります。味噌と
キュウリのスライスを加えて、水を入れて冷蔵庫で
冷やすと滋味が体に吸収されるようです。
二菜は、野菜のお浸し。キャベツ、白菜、カンコ
ン、ペチャイ？（名前がよくわかりません）、水菜
が手に入ることもあります。茹で過ぎないのがコツ
です。茹で揚げたらすぐに水に取るとシャキシャキ
します。定番の鰹節と醤油、辛子醤油、ワサビ醤油、
ゴマ和え（摺ったゴマに味噌、お好みです）、韓国
味噌や豆板醤、マヨネーズで和えるのも目先が変わ
ります。先述の揚げ豆腐を一緒に湯がいて和えると
一味深くなります。
野菜炒めはゴーヤやサヨテ、ニンジンなどに葉物
を合わせます。我家はゴマ油で炒め、塩、醤油、韓
国味噌や豆板醤などで味付けします。
万が一があるとご迷惑を掛けることになるので場
所は公表しませんが、ローカルで生食できる卵が手
に入ります。普通のスーパーの値段です。卵掛けご
飯、目玉焼き、出汁巻、卵とじなど。浅漬けや糠漬
けがあると目先が変わって結構です。
今後、何回かにわたってセブの食に関して書きま
すので、よろしくお願いいたします。

第1回 蝶谷正明

ご飯セブ     の


